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東シベリアにおける水循環変動と永久凍土生態系の応答
Response of permafrost ecosystem to changing moisture condition in Eastern Siberia
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東シベリアは世界最大・最深の永久凍土帯上に広大な落葉針葉樹林（タイガ）が広がっている。内陸性の乾燥気候下
にあるこの地域の降水量は、平均的には 210mmという極めて少ない降水量であることに加え、その年々変動は極めて大
きい。生態系はこの大きな年々変動に応答している。
この生態系の重要な機能の一つは、蒸散である。大気水蒸気同位体比は植物が蒸散する水蒸気がこの地域の大気中の

水蒸気にとって主要なソースとなっていることを明らかにした。また、カラマツの生長や生産量は、水分環境に依存し、
直接的な水分変動の影響、水分環境が栄養塩循環を変化させ生産量を変化させるという間接的な生態系の応答が明らか
になってきた。
東シベリアヤクーツクでは 2000年から 2003年に極端な乾燥になった後、2005年から 2007年には極端な湿潤となっ

た。この極端な状況で、水分環境がどのように変化し、またそれに対して生態系がどのように応答したかを紹介する。
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